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ナ ギ林 の リター フォ ー ル 量

渡 辺 弘 之

Annual litter fall in a Nagi (Decussocarpus nagi) stand 

            Hiroyuki WATANABE

要 旨

奈良 ・御蓋山のナ ギ林の リター フォール量 を1975年,1976年 の2年 間調べ た。

1975年 の リター フ ォー ル量 はhaあ た り5,016kg,ナ ギの リターが4,isika,そ の他 の樹木 の

リターが609kS,1976年 は4,801kg,ナ ギ の リターが4,0aska,ナ ギ以外 のその他 の樹木 の リタ

ーが598kgで あ った。

虫体および虫糞 の落下量 は1975年 でhα あた り12.7k8,106.4kg,1976年 は7.8kgと68.7kgと

い う大 きな値 を示 した。

種 子の落下量 は1975年 に はhα あた り99.8kg,1976年 に は626.2kgと6倍 もの値 にな り,種 子

の リターフ ォール量 に占める割合 も,2.0%か ら13.0%に な り,雄 花 も0.9%か ら7.5%に 増

加 した。種子 は直径10m以 上 になる とほぼ充実 して いるが,1975年 の 充実種子の生産量 はhα あ

た り6.2万 個,1976年 は39.1万 個 と,重 量 と同様,6倍 の ちがいが あ った。 また,種 子の直径,

個 体重の増加 およびそれ ら種子 の樹上の残存率を図示 した。

この リターフォールによ って,林 地に供給 される養分量 は1975年 でhaあ た り窒素63.1kg,リ

ン6.4kg,カ リウム16.5ka,カ ル シウム134.6kg,マ グ ネシウム6.4kg,1976年 に は窒素62.3

kg,リ ン6.5kg,カ リウム19.ska,カ ル シウム61.7kS,マ グ ネシウム6.2kaと な った。

ま え が き

ナ ギz)ecussocarpusnagiLaubenfels(マ キ科 ナギ属)は 式根 島,八 丈島,本 州(伊 豆半 島 ・

紀伊半島 ・山 口県小郡),四 国,九 州,沖 縄,台 湾の海岸ぞいの暖地 にのみ分布す るとされ てい

るが,奈 良市 の春 日大社境 内御蓋 山には ナギが純林状で生育 し,大 正12年(1923)天 然 記念物 に

指定 され てい る。 このナギ林が天然分布 なのか,移 植 によ って成立 したのかについては論議の あ

るところのよ うで あるが,特(つコのゆラ)異な暖 ・亜熱帯針葉樹 と してのナギ林 の リターフ ォール量 は調べ ら

れていない し,さ らに,虫 体 ・虫糞の落下量,種 子 落下量 な どについて興 味ある結果が得 られ た

ので報告 す る。

なお,本 研究の機会 を与え られ,有 益な ご助言を賜わ った帝塚 山大学小清水卓二教授,奈 良教

育大学平田善文教授,奈 良女 子大学理学部菅沼孝之教授,お よび春 日顕彰会の各位 に厚 くお礼申

し上 げる。



また,京 都大学農学部堤利夫教授,同 附属演習林古野東洲助教授,同 上田晋之助助手には,原

稿をお読みいただき,有 益なご教示をいただいた。同様に厚 くお礼申し上げる。

調 査 地

調査は奈良市春日野,春 日大社境内にある御蓋山(標 高294m)の 西南斜面,標 高約200m地

点のナギが純林状をな しているところで行なった。

調査林分の概要は下記のとおりである。

Table1.Descriptionofstudyarea.

DecussocarpusnagiNeolitseasericeaothers

・・n…y/・。D,B.H>1・ 皿11,… 一 一

〃>lcm6,6502,325125

旨
"<lcmi25・3° °1・ ㎜75

Basalarea㎡/hα56.182.500.35

4)1

この林分は先に報告 したナ ギ林の林 分構造調査 のPlot.1の 地 域 で,ナ ギ(樹 高17～23m)の

下 に,樹 高5m程 度 の イヌガシNeolitseasericeaKoidz.(ク ス ノキ科)が ほぼ一様 に分布 し,

林 内は著 しく暗 く,林 床 にはわずかの クロバ イ,ア セ ビ,イ ヌガヤ,リ ンボク,ジ ャケツイバ ラ

な どがみ られ るにす ぎない。 また,ナ ギにはツタがか な り多 く巻 きつ いて いる。

調 査 方 法

ナ ギ林 内に1㎡ のゴース製 トラ ップ5個 を地表約1mに 設 置 し,1975年1月 か ら1976年12月 ま

で2年 間,1ケ 月 ごとに リターを 回収 した。分 析の内容 をナ ギの落葉,落 枝,樹 皮,種 子,雄 花

な ど花部,ナ ギ以外 の樹木の落葉,落 枝,樹 皮,種 子 ・果実,雄 花 な ど花 部,虫 体,虫 糞,獣

糞,そ の他細分 できない もの に区分 し,そ の絶乾重量 を求 めた。

化学分析 は窒素 はケルダー ル変法,リ ンは光電比色法,カ リウムは炎光光度法,カ ル シウム ・

マグネシウムは原子吸光法で それ ぞれ分析 した。 なお,分 析 は演 習林分析 セ ンターによ って行わ

れ た もので ある。

結 果 お よ び 考 察

1リ ター フォール量

表2に 示 した ように,1975年 の ナ ギ林 の リターフ ォール量 はhaあ た り5,016k8,ナ ギが4,191

kg,そ の内訳は落葉3,007ka,落 枝868kg,樹 皮171kg,種 子100k8,雄 花 な ど花 部46kg,イ ヌ

ガシ,ク ロバイ,ツ タな どナギ以外の樹木の リター量 は609kg,内 訳 は落 葉が457kg,落 枝 が38
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Table2.Amountofeachcomponentinlitterfall(d.w.kg/ha/y.)

f1975」1976

Decussocarpusleaf3007。18!60.01841.9438.4

branch867.6617.31017.1921.2

bark170.503.4177.063.7

seedg9.7612.0626.1713.O

flowerI46.0610.91360.2217.5

Total4191.164022.58

0therleaf456.509。1463.989.7

branch37,950.838.570.8

barkI17.6510.416.6010.1

㎞it37.920.8i46.891.O

flower59.261.242.380.9

TotalI609.2811598.42

1nsectresidueI12.7010.317.7810.2

1nsectfece106.422.168.721.4

M・mm撫 ・5・34・.・{・7・88…

unid・ntifi・dmate「ials80・901・6i85・141・8

Total5015.804800.52

ka,樹 皮18kg,果 実 ・種子38

kg,雄 花 な ど花部 が59kgで あ

った。 また,昆 虫を主 とす る虫

体 は12.7k8,虫 糞 は106.4kg,

ムサ サ ビと思 われ る獣糞 が15.3

kg落 下 した。

1976年 の リター フォール量 は

haあ た り4,801k8で,1975年 よ

りやや少 な くな った。 これはナ

ギの落葉が1,842kgと 少 な くな

った ことによ る。 落枝 は1,017

kg,樹 皮 は177kaと ほ ぼ1975年

と同様であ ったが種子 が626kg

と著 しく多 くな り,雄 花 など花

部 も360kgと 多 くなった。 ナギ

以外 の 樹木 の リ ター 量 は598

kg,落464k8,落 枝39kS,樹

皮6.6kg,果 実 ・種子47k8,雄

花 な ど花部は42kgで,1975年 と

あま りかわ らない。 昆虫を主 と

す る虫体は7.8k8,虫 糞 は68.7

ka,獣 糞 は17 .skaで,虫 体 ・虫
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糞量 は1975年 の 方が大 きい値 を示 した。

わずか2年 間の調査 であ るが,1976年 は ナギの結実 豊年であ ったのか,1975年 の約6倍 の落下

量 があ った。 そのため,リ ター フォール量 はそれほどかわ らなか ったのに,種 子の占 める割合は

1975年 に は2.ofで あ ったのに,1976年 に は13.oi,雄 花 も0.9%が7.5%に 増 加 した。

このナギ林 の リターフォール量 は隣接す る春 日山の 照葉樹林のそれが,7.3-8.Oton/h。/y(らラ)で

あるのと比較す ると,か な り小 さな値であ るといえ よ う。

ナギ林 の リターフォール量 の季節変動を図1に 示 した。 ナギの落葉は5-8月,と くに,6月

に集 中するが約20kg/ha程 度 は通年落下す る。一方,ナ ギ以外の樹木の落葉 は4-6月 と10鴇11

月 に ピークが あるが,こ れ は春 はイヌガシ,ク ロパ イなど常緑樹 の もの,秋 は ツタを主 とす る落

葉 樹の ものであ った。 また,ナ ギの樹皮 の落下 は主 として8-10月 で,こ のころ樹皮 が剥離 し,

と ころどころが赤褐色 にな ってい る景観をみ ることがで きる。

僧2虫 体
・虫糞落下量

Table3.Acomparisoninamountofinsectandinsectfecesinlitterfall.(kg/ha/yr.)

Tree・p・ ・…Insectresid。 。Ins鑑 藩 童飴、

Loblollypine(Pinustaeda)26^-645,000^-8,000Akai,T.&T.Furun°(1971),Furuno
,T.(1972)

Fir(Abiesfirma)・heml°ck6
.279.24,961Furuno,T.&K.Yamada(1974)(Tsugasieboldi)

…ch(・ …1・g・ …a)}・ ・91132・64・1・ ・F・mn・ …&Y・U・n・ ・h・(1977)

Fir(Abiesfirma)8.0 、67,0,.q,08gAndo,T・etaL(1977)

Hemlock(Tsugasieboldi)2.063.03,585〃

Machllus(Machilusthunbergii)22.1E206.26,962Ueda,S・&T・Tsutsumi(1977)
1

〃39.31176.87,136〃
「

Japanesecypress(Ch
amaecyp。,、,。b、 。、a)・ ・491…84・64・ 〃

〃1.729.44,549〃

Nagi(Decussocarpusnagi)12.7106.45,016presentpaper

〃7.868.74,801〃

虫体 ・虫糞落下量 は1975年 に はhaあ た り12.7kg,106.4kg,1976年 は7.8kg,68.7kgで,表3

に示 したよ うに,今 まで調べ られ た もの と くらべて,タ ブ林(のコわロのコのよのユの)に次 ぐ大 きな値 を示 した。

落下 した虫体 はコガネムシ,セ ミ,直 翅,ゴ キブ リ類な どの翅や外骨格 で,ナ ギの葉を摂食す

る動物量 を直接反映 して はいない。 しか し,ナ ギ純林 とい う単 純な森林 であ るが,森 林全体 とし

て の動物量 はか なり大 きい ことを示す ものであろ う。

虫体 ・虫糞 および獣糞の落下量の季節的変動 を図2に 示 した。虫体 は通年落下 するが,夏 季 の

落下量が大 きい。虫糞 も7～8月 に と くに大 きいが,こ れは昆虫類 の活動 の盛 んなこ とを示 して

いるので あろう。獣糞 は ムササ ビの もの と思 われ るが,落 下 が とぎれ る月が ある もの の,ほ ぼ通

年落下 してい る。 量的には リター フォール量の0.3～0.4%を 占 め るにす ぎないが,獣 糞が リタ

ー フォー ルに,こ の程度 も含 まれてい ることを記録 した ものはないよ うであ る。
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3種 子生産量
12),13)

ナギは5月 ころに開花 し,

10月 ころか ら成熟 した種子が

落下 しはじめるが,樹 体に付

着 したままで冬を越 し,次 の

年の6,7月 まで落下するも

のがあった。このため6-7

月には当年の未熟種子と前年

の成熟種子が混合して落下 し

てきた。種子の落下量は1975

年,1976年 とも7-8月 に大

きいが,こ れは新生未熟種子

の落下によるものである。

1975年5月 に開花 ・結実 し,

1976年7月 までに落下 した総

数,お よび1976年5月 に開花

・結実 し,12月 末までに落下

した総数を100と して,樹 上

における種子の残存率を図3

に示 した。1975年 の例 から

1976年 の春に開花 ・結実 した

ものが,1977年1月 以降にも

当然落下 しているはずである

が,数 量的にはわずかなので,

1976年末でとりまとめた。残

存 率(落 下 曲線)は1975年,1976年 と も同様 で,5月 に結実 した種 子は6-7月 の 間に,そ の90

%以 上 が未熟 のまま落下 して しまう。

また,落 下 した種子 の直径 および個体重(絶 乾重)を 同様に示 したが,1975年6月 で直 径3.5

m,16.2ma,7月 で4.0㎜,41.7ma,8月 で5.4m,91.8㎎ と生長 し,1976年 で は,1975年 に くらべ

てやや生育が遅 くれ,6月 で2.7m,16.8㎎,7月 で3.7㎜,40.0㎎,8月 で7.9m,168.3maと な っ

た。未熟 のまま枯死 した種子が その後 も落下す るので,種 子 の直径,個 体重 のバ リア ンスは大 き

くな るが,成 熟 した種子の平均直径 は11.5m,平 均 個体重は650mSく らいであ る。 なお,最 大 の

ものは直径15.2ml,個 体 重1,089皿9で あ った。

9月 以降 に落下 した種子の直径分布 と充実(成 熟種 子)率 を図4に 示 した。9月 落下 した もの

はほ とん ど未熟で あるが,10月 以 降は充 実 したものが増加 し,1976年 で は10月 で50.6%,11月 で

94.1%,12月 で88.9%に もなった。直径10㎜ を越え るものは充 実 してい るとみていい よ う で あ

る。

ナギは雌雄異株であ り,種 子 の大 きい ことか ら,種 子の落下 は雌木 の周辺 のみ とい うことにな

り,ト ラ ップ ごとの パ リアンスがかな り大 き く,ト ラップ数 は十分 でないが,発 芽能力を持つ種

子 の生産量 を推定 してみた。表4の よ うに,1975年 の種子生産量は ㎡あ た り100個,そ の うち直

径10㎜ 以 上 の大 きな ものは8.8個,そ れに各 月の充実率 をかけると6.2個,hα あ た り6.2万 個 と

な り,1976年 では ㎡あた り675.8個 の種子生産量 の うち,10皿 以 上 の大 きな種子 は256.8個,充 実



種子は39,1個,haあ た

り39.1万 個 となり,

種子の落下量(重 量)

と同 じく,1975年 の

6倍 の種子生産数 ・落

下数のあったことにな

る。

この大 きなナギの種

子の拡散,と くに,斜

面上方への拡散は困難

であるのに,ナ ギ林が

次第に春 日山原 生 林

へ,あ るいは御蓋山山

頂へ拡大 してい くこと

は興味深い。

19751976

Fig.31ncreaseinweightandindiameterof

Decussocarpusseed,andratioofseed

remainedontrees.

Table4.Seedproductioninthetwoyears.

No.ofseeds/m'

i19751976

Seedfallen100.0675.8

Seedpr°ducedin

precedingyearC2.6)(3.0)

Seedproducedin血isyear(97.4)(672.8)

Seed(Diameter>10m)8.8256,8

FullseedI6.2i39.1

ぐ一 一Fig。4Developmentandmaturityofseeds

、
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Table5.Annualreturnofnutrientelementstosoilbylitterfall,(kg/ha/y.)

1
197511976  II__i

INIp{KC・MglNPKC・Mg
 

l
Decussocarpusleaf39.093.549.98112.123.9923.942.17'6.1233.282.44

branchβ.331.021.448.710.427.431.191.6810.210.49

barkI1.7210.2210.4412.3910..1611.791"0.2310.4612,4910.16

seed

flow。,}:i:1:16091:11171:5°32°0:諺;:45261:°fsal:96381:14531:8372
 

,

0therleafI5.8010.6011.8616.8811.:105.8910.6111.8816.9811.12

・・an・h・ ・36…6・ ・13・ ・38・ ・Q・1・ ・37・ ・・…13・ ・39…5

barkIO.1810.0210.0410.2410.0210..0710.0110.0210.0910.01

fruitIO.7310.1010.2610.340.0710.9110.1310.3310.4210.08

flowerI1.5210.1110.2210.4210.12 .11.0910.0810.1610.2910.08

1nsectxeridue1.010.100.07iO.440.020.620.060.040.270.01
-

…ectfe・e巨 …}・ ・151・ ・25・.96・ ・13巨 ・16・ ・1…26・ ・62i…8 
M・muralfeteO・350・040・280・150・020・4010・050・070・180・02
-

un・d・ ・・…dm・ ・er・・1….83・ ・is・ ・25・.73・ ・1・1・92…61・ ・27i・ ・77・ …
 一

・…lkg1・ ・63・ ・9…7・6・53・34・586・43162・3・1・ ・521・9・76i61・6司 ・…

4養 分 供 給 量

こ の リ タ ー フ ォ ー ル に よ っ て,林 地 に 供 給 ざ れ る養 分 量 を 表5に 示 し た 。

1975年 に は 窒 素 がhaあ た り63.1kg,リ ン6.4kg,カ リ ウ ム16.5kS,カ ル シ ウ ム134.6kg,マ グ

ネ シ ウ ム が6.4kgと な り,1976年 に は 窒 素 が62.3kg,リ ン6.5kg,カ リ ウ ム19.8k8,カ ル シ ウ ム
14),16)

61.7ka,マ グ ネシウム6.2kgと な り,今 まで に,い ろい ろな森林 で調 べ られた値 に比較 して,大

きい方の値で あ り,と くに,カ ルシウム,マ グネシウム量 が大 きい。 これは,こ の地域 で土壌 調
18)

査 を行な った結果 をみると,カ ルシウム,マ グネシウム量の大 きい ことが示 されてお り,こ の こ

とと関連 す るもので あろ う。
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Résumé

 Annual litter fall was estimated in a natural Nagi (Decussocarpus nagi) stand in Nara 
for two years, 1975 and 1976. 

 For the estimation of litter fall, five litter traps  (1 m x 1 m) were established and litter 
fall was collected every month. The litter samples were sorted into leaf, branch, bark, 
seed, male flower of Nagi and that of other trees except Nagi, and insect residue, insect 
fece, mammal fece and unidentified materials. 

 Annual litter fall in the two years are estimated at 5,016 d. w. kg / ha in 1975 and 
4,801 kg  / ha in 1976, respectively. (Tab. 2, Fig. 1) 

 The amounts of insect residue and insect fece are estimated at  12.7 kg/ ha,  106.4 kg / 
ha in 1975, and 7.8 kg / ha, 68.7 kg / ha in 1976, respectively. (Tab. 3, Fig. 2) 

 Seeds fallen are estimated at 99.8 kg  / ha in 1975 and at 626.2 kg / ha in 1976, and 
seeds in each year are 2.0% in 1975 and 13.0% of total litter in 1976. Male flower 
increased from  0.9% in  1975 to 7.5% of total litter in  1976, too. Seeds larger than 
10 mm in diameter were recognized almost mature and full seed. Production of full 
seed are estimated at 62 thousands / ha in 1975 and at 391 thousands / ha in 1976. 
Increase in weight and diameter of seeds and ratio of seed remained on trees to total 
seeds are also shown. (Tab. 4, Fig. 3, 4) 

 The total litter fall contained  63.1 kg in N,  6.4 kg in P,  16.5 kg in K,  134.6 kg in Ca 
and  6.4  kg in Mg in 1975, and  62.7  kg in N,  6.5  kg in P,  19.8  kg in  K,  61.7kg in Ca 
and  6.2  kg  /  ha in Mg in 1976; those were return to the forest floor. (Tab.5)


